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序

　玄界灘に面し古くから大陸との文化交流の玄関口であった福岡市には、豊かな自然と文化が残されて

います。その中でも南区は大陸との交流で古くから栄え、遺跡も多く存在しています。これらを保護し、

未来へと伝えていくのは本市に課せられた責務であります。しかし、近年の著しい都市化による市街地

の拡大により、その一部が急速に失われつつあることもまた事実です。福岡市教育委員会は開発によっ

てやむを得ず失われていく遺跡について、事前の発掘調査を行い、記録の保存に努めています。

　今回報告する中村町遺跡第4次調査の発掘調査報告書は宅地造成に伴う調査成果についての記録で

す。この調査では縄文時代晩期の埋甕と古代の官衙を確認しました。本書が文化財保護への理解と認識

を深める一助となり、また研究資料として御活用頂ければ幸いに存じます。

　最後に発掘調査から報告書の刊行に至るまで、多くの方々のご理解とご協力を賜りましたことに対し

て心から謝意を表する次第であります。

　2011年3月18日

福岡市教育委員会

教育長　山	田　裕	嗣

例　　　　言

□本報告書は南区若久1丁目123番4、128番２の宅地造成に伴って2009年５月11日から７月7日にかけ

て発掘調査を行った中村町遺跡第４次調査の報告書である。

□本書に収録した発掘調査は福岡市教育委員会の屋山洋が担当した。

□遺構の実測と遺構の写真撮影は屋山が、遺物実測は濱石正子が、製図は熊谷幸重が担当した。

□本書で用いた方位は磁北である。

□本書に関わる図面・写真・遺物など一切の資料は福岡市立埋蔵文化財センターに収蔵・保管される予定

である。
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　1）埋甕
　2）土坑
４		古墳時代の遺構と遺物
　1)土坑
５　古代の遺構と遺物
　1）溝
　2）掘立柱建物
　3）土坑
６	中世の遺構と遺物
　1）溝
７　その他の遺構と遺物
　1）溝
　2）土坑
　3）畝状遺構
　4）その他の出土遺物

Ⅲ　小結

第１図　周辺遺跡分布図（1/50,000)
第２図　調査地点位置図（1/6,000)
第３図　調査地点周辺図（1/800)
第４図　調査区全体図（1/150)
第５図　調査区南東端土層図(1/40)
第６図　SK012実測図（1/10・1/4）
第７図　SK030実測図１（1/10・1/3）
第８図　SK030実測図２（1/3）
第９図　SK030実測図３（1/3）
第10図　SK034・035・039・040実測図（034は1/10・その他は1/30・遺物1/3）
第11図　SK010実測図（1/10・1/3）
第12図　溝掘方断面実測図（1/20・1/3）
第13図　溝出土遺物実測図１（1/3）
第14図　溝出土遺物実測図2（1/3)
第15図　掘立柱建物実測図（1/60・1/3）
第16図　SK060・SD072遺構・遺物実測図（SK060は1/30・SD072は1/2・遺物1/3）
第17図　時期不明　溝掘方断面図・土坑実測図（溝1/20・土坑1/30）
第18図　その他出土遺物実測図（1/3）
表　	１　遺構一覧表

図版目次

図版１　1		調査区全景（北から)	 2		調査区全景（北西から)
図版２　1		SK012（北から)	 2		SK034（南西から)
図版３　1		SK030上層遺物出土状況（南から)	 2		SK030中層遺物出土状況（南西から）
図版４　1		SK030浅鉢出土状況１（南から)	 2		SK030浅鉢出土状況2（西から)
図版５　1		SB01（西から)	 2		SB02（南から)
図版６　1		SK010（南から)	 2		SD047遺物出土状況（東から)
図版７　1		畝状遺構検出状況（東から)	 2		調査区全景（南西から)



Ⅰ　はじめに
1　調査に至る経過　                                                  

　平成 21 年 (2009 年）３月２日付けで大和ハウス工業 ( 株 ) 福岡支店より福岡市教育委員会埋蔵文化財

第１課に福岡市南区若久１丁目 123 番４、128 番２における埋蔵文化財の有無についての照会 ( 事前審査

番号 20 − 2 − 930）が提出された。申請地は平成 18 年の試掘調査 ( 事前審査番号　18 − 1 − 64）に

より表土直下に遺跡が存在することが判明していたが、今回の戸建専用住宅の宅地造成で予定されている

計画と照らし合わせると、遺跡の破壊が避けられないことが判明した。そのため工事に先立って埋蔵文化

財の発掘調査を行い、記録保存を図ることで協議が成立した。以上の協議の結果を受けて平成 21 年 (2009

年 )5 月 11 日から 7 月 7 日の期間で発掘調査を行った。

　調査期間中はユニットハウスや水道の設置などで原因者及び関係者各位の多大なご協力を得た。記して

感謝するものである。

2　調査の組織
調査主体 ( 調査時 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 整理時）

教育委員会文化財部埋蔵文化財第 1 課　　　　　　　　　教育委員会文化財部埋蔵文化財第 2 課

　　　埋蔵文化財第 1 課課長　　　　濱石哲也　　　　　　　埋蔵文化財第 2 課課長　田中壽夫

　　　　　　　　　調査係長　　　　米倉秀紀　　　　　　　　　　調査第 1 係係長　米倉秀紀

　　　　　　　　　調査庶務　　　　山本朋子　　　　　　　　　　　　　調査庶務　古賀とも子

　　　　　　　　　調査担当　　　　屋山　洋　　　　　　　　　　　　　調査担当　屋山　洋

作業員　　石田和子　岡部安正　荻野須美子　片岡武俊　河原明子　桑原美津子　鈴木誠　遠山勲

　　　　　中村健三　夏秋弘子　二宮千佳子　平田周二　吹春憲治　前田佳代　御手洗史子　吉田哲夫

整理作業　大石加代子　熊谷幸重　藤野洋子

３ 遺跡の立地と環境
　中村町遺跡は片縄山から北東に延びる第３紀層を基盤とした丘陵の先端部分に位置する。丘陵の北側を

通る通称「大池通り」は中村町遺跡の丘陵と北側の鴻巣山の間の谷部を通る東西方向の道で、古来から那

珂川流域と樋井川流域を結ぶ交通路として利用されていた可能性がある。

　中村町遺跡では 2010 年 12 月の時点で 6 次の調査が行われている。１次調査は遺跡中央部のやや北寄

りに位置する。古墳時代の竪穴式住居と、古代の大型掘立柱建物が 1 棟出土した。2 次調査は道路拡幅に

伴う調査で、遺跡中央部の西端に位置する。丘陵から外れた谷部に位置しており、調査区全体が河川堆積

である。現地表面から２ｍ程下の暗灰色粘質土上面で、古墳時代から古代の土坑と柱穴が出土した。３次

調査は遺跡の北端部に位置する。弥生時代の終末から古墳時代前期の、竪穴式住居や掘立柱建物や土坑が

密集して出土した。５次調査は 3 次調査の東側隣接地で、丘陵から 20 ｍ程離れた谷部に位置し、調査区

全体が河川堆積の中である。現地表面から 90cm 下に安定した黄褐色シルト層があり、その上面で弥生時

代後期から古代にかけての遺構が出土したが、シルト層の下の粗砂層から縄文時代前期の遺物や植物遺存

体が多く出土した。6 次調査は今回報告する４次調査の南側に隣接し、中村町遺跡の南端に位置する。丘

陵頂部から緩やかに南側に傾斜しており、南端は細い谷を挟んで若久 A 遺跡と接する。今回の４次調査区

は遺跡の南端部に位置する。丘陵のほぼ頂部に位置し、西側裾部との高低差は 10 ｍを測る。丘陵頂部の

平坦面は南北の幅が 40 〜 60 ｍと狭いが、その平坦面を区画する溝や掘立柱建物など官衙と思われる遺構

が出土した。
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第 1 図　周辺遺跡分布図（1/50,000）
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1		中村町遺跡

2		大橋 E 遺跡

3		福岡城跡

4		博多遺跡群

5		堅粕遺跡

6		箱崎遺跡

7		吉塚遺跡

8		榎田遺跡

9		上牟田遺跡

10		雀居遺跡

11		山王遺跡

12		比恵遺跡

13		那珂遺跡

14		東那珂遺跡

15		那珂君休遺跡

16		板付遺跡

17		諸岡 A 遺跡

18		五十川遺跡

19		井尻 A 遺跡

20		井尻 B 遺跡

21		諸岡 B 遺跡

22		笹原遺跡

23		三筑遺跡

24		井尻 C 遺跡

25		横手遺跡

26		寺島遺跡

27		日佐遺跡

28		上日佐遺跡

29		三宅 C 遺跡

30		三宅 B 遺跡

31		野多目 A 遺跡

32		野多目 B 遺跡

33		野多目 C 遺跡

34		野間 B 遺跡

35		若久 A 遺跡

36		寺塚 A 古墳群

37		長尾遺跡

38		樋井川 B 遺跡

39		宝台遺跡

40		篠栗遺跡
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第 3 図　調査地点周辺図（1/800）

第 2 図　調査地点位置図（1/6,000）
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Ⅱ　調査の記録
１ 調査の経過　                                                  

　申請地は東側の丘陵部と西側の低地部に分かれるが、試掘時に低地部に入れたトレンチでは、低地の東半分では

表土直下で地盤に達し、遺構は検出できなかった。低地西側の幅 4 ｍ程は谷で遺物は出土しなかった。この事前の

調査から低地側に遺構が存在する可能性は無いと判断し、調査対象地を東側丘陵上の平坦面約６６７㎡に限定して

発掘調査を行った。当初、丘陵上の北東端部分は削平が著しく遺構が遺存しないとされたため、調査の対象から外

して作業スペースとして利用していた。その後、調査中に古代の溝 (SD072) が北東端部に延びる可能性がでてき

たため、当初予定していた調査が終了した 6 月 22 日に重機で北東側に拡張した。拡張した結果は、以前の建物基

礎等の攪乱で著しく削平されており、遺構はほとんど確認できなかった。

２ 調査の概要
　調査区は元々北東から南西に緩やかに傾斜していた。県営住宅建設時に北東側を削平し、南西側に盛土して平坦

にしたもので、調査区の北東側では遺構の残りが悪かった。今回の調査では、調査区中央から南西側で縄文時代後

晩期の埋甕３基と土坑 3 基を確認した他、古墳時代と思われる土坑１基や古代の溝や土坑、掘立柱建物を検出した。

３ 縄文時代の遺構と遺物                                        　　                 　　  

1) 埋甕  埋甕は粗製深鉢単体出土が 1 基、精製浅鉢単体出土が 1 基、精製浅鉢の上に粗製深鉢片を被せた土坑が 1

基と計３基出土した。                　　　　　　　　　　　　　　　    　　　

SK012 ( 第６図 )　調査区の南西部に位置する。粗製深鉢の胴部下半のみが出土したため、時期は不明である。掘

方径は埋甕の径とほぼ同じで、土器外面が掘方に密着する。現状で径 27 ㎝、深さ 8 ㎝を測る。掘方と埋甕内の埋

土は地山のロームと同じ茶褐色粘質土である。出土遺物 ( 第６図　001）。埋甕である。土器は粗製深鉢を使用し、

色調は内外面とも黄褐色から明褐色を呈す。残存部分は最大径が 27 ㎝、深さ 10 ㎝、底径約 8 ㎝を測る。器壁の

厚さは６〜 8 ㎜程で 3 ㎜以下の白色砂を多く含む。調整はナデと思われ、外面には幅 3 〜 5 ㎜程の縦線が残る。

底部が一部分欠損しているが、木の根による破損と思われる。全体に細片化して接合が困難で、出土状態同様の復

元はできなかった。

SK030 ( 第７図 )　調査区中央部で検出した。掘方は隅丸方形で径 73 ㎝、断面は U 字型で深さ 42 ㎝を測る。埋

土は茶褐色粘質土である。底面に精製浅鉢 (013) を置き、その上に粗製深鉢の破片 (011･012) を３枚被せてから、

その横に壁に立てかける様に破片を 1 枚置いている。掘方最上部では中〜下層とは別個体の粗製深鉢や浅鉢の小片

が出土した (002 〜 007　出土状況は図版３−１）。底面の精製浅鉢は垂直に近い立った状態で出土しており、浅

鉢を何かに被せたと思われる。その上の三枚の深鉢片は、精製浅鉢の真上ではなく、浅鉢を被せた何かの上を覆う

ように配置している。最上部の土器片は粗製深鉢や精製浅鉢など数個体の破片を含み、中下層の土器群の様に意識

して置いたものではない。土坑の掘方と出土土器の配置から径は 20 〜 30 ㎝程のものを置いた後に精製浅鉢を側

面に被せ、上から深鉢片を被せたものと考えられ、非常に丁寧な埋納である。出土した土器から縄文時代晩期前半

と考えられる。出土遺物 ( 第 7 〜 9 図 002 〜 014)。002 〜 007 は上層で出土した小片で 006 の他は粗製深鉢片

である。002 は口縁である。口縁は緩やかに外反し、端部に刻目を施す。色調は黒色で胎土中に 1 ㎜程の白色砂

を多く含む。摩滅のため調整は不明である。003 〜 005 は胴部片である。003 は外面は黄褐色、内面は黒色を呈し、

胎土中に 1 〜 2 ㎜の白色砂を多く含む。調整は内面に横方向の条痕がわずかに残る。004 は黄褐色を呈し胎土中

に白色砂、赤褐色砂、雲母粒を含む。調整は不明。005 は赤褐色を呈し、胎土中に 2 〜 3 ㎜程の白色砂を多く含む。

調整は不明瞭だが、外面に横方向の凹線が２条残る。006 は精製浅鉢である。同一個体らしき破片が 3 点出土し

たが、接点はない。復元口径は 18.4 ㎝、残存高は 7.3 ㎝を測る。胴部は中央やや上側に最大径があり、稜線は鋭

い。肩部は短く頸部から口縁部が緩やかに外反する。口縁径は胴部より若干大きい。口縁にはリボン状突起を貼り

付け、胴部稜線の上側に沈線が巡る。沈線の窪みには赤色顔料が付着しており、胴部上半は赤色顔料を塗布してい

たと思われる。外面下半と内面は黒色で、黒色顔料を塗布した可能性がある。調整はほとんど不明であるが、胴部

下半の一部に横方向のミガキが残る。007 は口縁と胴部の接合点はないが、同一個体と思われる。口径は 30 ㎝強

と推定される。胴部はわずかに開きながら立ち上がり、口縁は緩やかに外反する。口縁端に刻目を施す。色調は黄

褐色〜黒色を呈し、外面には煤が付着する。胎土中に 2 ㎜程の白色砂を多く含む。調整は内面上半にナデを施し、

下半は内外に条痕がわずかに残る。002 と同一個体の可能性がある。008 〜 013 は中層出土で、埋納したものに

被せた土器である。008 は遺構図中の A で 3 枚重ねの 1 番上である。粗製深鉢の上半部で径は 40 ㎝前後を測る。

色調は黄褐色〜赤褐色を呈し、外面に煤、内面に焦げが付着する。胎土中に 3 ㎜以下の白色砂を多く含む。調整

は不明である。010 は遺構図の B で壁際に立てかけた小片である。粗製浅鉢の口縁部で復元口径は 17 ㎝前後を測る。

– 4 –



137138
072

136136

112

113

108108

110 109

111

106

107107
116

065065

121

060

061

115 062

064

039039

048
063

045045

042

038038

044

043

038037

036

146

051

035035

122

040040

047047

046046

049049
050

053

075
105

104

129

126

124

123

135

132

133085

093

090089089

092

096

091091

078

077

095
131

094

130

127128

076
073

103

074
120

119

057

058

059

117

079
118118

080

081

067 068

069
070

071

083

056055

054 066

145

125

072072

100

084
012101

097

099
082

098
086
087

088

114

052052

047047

SB
01

SB01SB01

SB
02

025025

024

027

SB02

023

026

028

029

034

018

032

033

031

020
142

144

143

140
141

139

021021

022022
014014

016016

013013

012

010

011011

009009

030

015015

007007006006

008

003003

001001

002002 004004

005005

134134

0 5m

第 4 図　調査区全体図（1/150）
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第 5 図　調査区南東端土層図（1/40）

色調は外面が暗灰褐色、内面が黄褐色を呈し、胎土中に径 1 ㎜程の白色砂を多く含む。調整は不明である。011

は遺構図の C でこれも壁際に立てかけた破片である。粗製深鉢の上半部で復元口径は 40 ㎝前後を測る。色調は

少し赤みかかった黄褐色で内面は焦げのためか黒色を呈し、外面も一部煤の痕跡がある。胎土中に 2 〜 3 ㎜の白

色砂を多量に含む。調整は外面の一部に横方向の条痕が残り、また外面口縁端には沈線を巡らす。012 は遺構図

の E で三枚重ねの最下層である。粗製深鉢の胴部下半で、色調は外面が明黄褐色〜赤褐色で、内面は暗黄褐色を

呈す。胎土中に 2 〜 3 ㎜の白色砂を多く含む。調整は外面が横方向の条痕、内面はナデと思われる。013 は遺構

図の D で三枚重ねの真中である。粗製深鉢の底部で、外面は少し赤みを帯びた黄褐色を呈し、一部に煤の痕跡が

残る。内面は黄褐色を呈し焦げの痕跡が残る。胎土中に白色砂を多く含む。調整は内面が横方向の条痕で、外面

は不明瞭であるが、内面同様に横方向の条痕と思われる。014 は底面出土の精製浅鉢で口径 18.3 ㎝、器高 7.8 ㎝

を測る。色調は内面が黒色〜黒褐色、外面は黒褐色を呈す。胎土中に 1 〜 2 ㎜程の白色砂を多く含む。両面とも

横方向のミガキだが摩滅が著しい。底部は丸底で口縁に鰭状突起が付く。

SK034 ( 第 10 図 )　調査区中央部で検出した。掘方上半を時期不明の方形土坑に切られている。掘方は長径 36 

㎝の楕円形で深さ 13 ㎝を測る。埋土は少し汚れたロームで浅鉢以外の遺物はない。浅鉢は傾いた状態で掘方中央

の底面に置かれ、後世の土坑により口縁部の 1/3 と胴部の半分が削られている。縄文時代晩期前半である。出土

遺物 ( 第 10 図 015)。精製浅鉢で復元口径は 18.8 ㎝、器高 10.1 ㎝を測る。底部は丸底で胴部は大きく開く。胴

部の最大径部は鋭い稜をもち、その上側に浅い沈線が巡る。肩部は短く内湾し、口縁は緩やかなカーブで外側に

開く。内側口縁端には沈線が巡る。色調は内面が黄褐色で、外面は最大胴部から下は黒色顔料、上は赤色顔料を

塗布している。胎土中に白色と黄色の砂粒や雲母片を多く含む。調整は摩滅しているが、外面の一部に横方向の

ミガキが残る。

2) 土坑　埋甕同様に埋土がほとんど汚れてないロームで、後世の遺物を含まない３基を縄文時代の可能性がある

と考えて報告する。

SK035 ( 第 10 図 )　調査区中央部の南寄りで検出した。掘方平面は東西に長い楕円形で長径 88 ㎝、短径 67 ㎝、

検出面からの深さ 37 ㎝を測る。掘方断面は逆台形を呈す。埋土はほとんど汚れていないロームで、縄文時代晩期

前半の土器片が出土した。出土遺物 ( 第 10 図 016）。016 は鉢口縁につくリボン状の突起である。色調は内外面

とも黒色を呈し、胎土中に白色砂を多く含む。調整は摩滅のため不明である。

SK039 ( 第 10 図 )　調査区の北側で検出した。平面はいびつな楕円形を呈し長径 1.3 ｍ、短径１ｍ、深さ 34 ㎝

を測る。底面は北側が深く、南側にテラスがつく。埋土は地山のロームが主で、少し汚れた褐色を呈す。埋土中

から黒曜石の剥片が出土した。

SK040 ( 第 10 図 )　調査区中央部の東寄りで検出した。平面形は東西に長い楕円形を呈し、長径 95 ㎝、短径 60 

㎝、検出面からの深さは 45 ㎝を測る。断面は逆台形を呈す。埋土は周辺の地山よりやや暗い暗赤褐色を呈す。埋

土中から被熱して赤変した礫が出土した。礫に人為的な加工痕はみられない。

４ 古墳時代の遺構と遺物
1) 土坑　古墳時代の土坑を１基検出した。

SK010 ( 第 11 図 )　調査区の南側で検出した。平面形は東西に長い楕円形を呈し、西端を畝状遺構 (SX009) に切

られる。遺構検出面から底面までの深さは 4 ㎝と浅く、底面南端に長径 23 ㎝、深さ 7 ㎝の掘込みがある。埋土

は地山のロームが若干汚れた暗赤褐色を呈し、掘方中央部から土器小片がまとまって出土した。出土した遺物は

素焼きの土器片で、割れた状態で廃棄したものである。細片化しており接合はできなかった。破片はほとんどが

胴部片で、1 点だけ口縁部が出土した ( 第 11 図 017）。017 は土師器甕口縁である。色調は淡黄褐色を呈し、胎

土中に白色砂を多く含む。調整は摩滅のため不明である。

５ 古代の遺構と遺物
1) 溝 ７世紀から８世紀頃の溝を 4 条検出した。このうち 003、016、047 は南北方向を向き、方位を意識して掘

られたものと考えられる。                                                  

SD003 ( 第 12 図 )　調査区南端で検出した南北方向の溝である。幅は最大 90 ㎝、深さ 14 ㎝を測る。北側は削

平され途切れる。掘方断面は逆台形で西側の傾斜が緩い。埋土は黒褐色土と黄褐色土のブロックが混じり、須恵

器片が 3 点と土器片数点が出土した。出土遺物 ( 第 12 図 018）は須恵器高台付坏の高台である。色調は青灰色を

呈し、復元高台径は 10 ㎝を測る。胎土中に砂を多く含む。７世紀後半か。

SD015 ( 第 12 図 )　調査区南端部で検出した。方位はほぼ南北で SD016 に続く可能性がある。幅 80 ㎝、検出

面からの深さ 19 ㎝を測る。断面は逆台形で東側にテラスがつく。埋土は黄褐色を呈す。出土遺物はないが、切り

合いや方位から古代と考えられる。
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SD016 ( 第 12 図 )　調査区中央から南側で検出したほぼ南北方向の溝で SD003 の東側に並行する。調査区の南

端部で削平により途切れるが、SD015 や SK008 が 016 の残欠と思われる。幅は 180 ㎝前後、検出面からの深さ

は 29 ㎝を測る。埋土は暗褐色を呈し、橙色土のブロック ( 径 2 〜 3 ㎝）を全体的に含む。出土遺物から 8 世紀前

半頃と考えられる。出土遺物 ( 第 13 図 019 〜 031)。019 は大型の須恵器坏蓋で復元口径 20 ㎝を測る。色調は

灰白色で白色と黒色の粒を多く含む。調整は外面天井部が回転ヘラ削りで、他は回転ナデである。020 は須恵器坏

蓋口縁である。黒褐色を呈し胎土中に白色砂を少量含む。021 は須恵器坏である。色調は淡灰〜暗灰色を呈し、胎

土は精良で細砂を少量含む。022 は須恵器坏で復元口径 16 ㎝を測る。色調は淡灰色で胎土中に細砂を少量含む。

調整は回転ナデを施す。023･024 は須恵器坏の体部である。023 の色調は灰白色でやや褐色を帯び、胎土中に細

砂を少量含む。全面に横ナデを施す。024 の色調は灰色で胎土中に細砂を少量含む。025 は須恵器高台付坏の底

部で高台の復元径は 10 ㎝を測る。色調は暗灰〜黒色を呈し、胎土中に細砂を少量含む。高台は細く高い。026 〜

029 は須恵器甕である。026 は灰白色を呈し、胎土は精良である。調整は外面が平行タタキ、内面は同心円の当

具痕で中央が車輪状を呈す。027 は暗灰〜灰黒色を呈す。胎土中に白色砂と黒色粒を少量含む。調整は外面が格

子、内面は平行と同心円の当具痕である。028 は肩部片で色調は灰色を呈す。胎土中に白色細砂と黒色粒を少量ず

つ含む。調整は外面が細かな格子タタキ、内面は粗い同心円状の頸部との境界部には横ナデを施す。029 は胴部下

半で色調は灰色を呈し、胎土中に白色砂を多く含む。調整は外面が細かな格子、内面は粗い同心円である。028 と

029 は同一個体の可能性がある。030 は板状の

素焼きの土器で、全体は淡黄褐色であるが下端

部のみ黒色を呈す。胎土中に白色細砂を多く含

み、両面ともナデを施す。移動式竈の下端部分か。

031 は弥生時代中期後半の甕棺口縁である。口

縁端は欠損している。色調は明黄赤褐色を呈し、

胎土中に 1 ㎜程の白色砂を多く含む。調整は内

外面とも横ナデである。

SD047 ( 第 12 図 )　調査区中央北寄りに位置す

る南北方向の溝で SD052 に切られる。北側は

削平のため消失しており、残存長 13 ｍ、幅 50

〜 90 ㎝、深さ 20 ㎝前後を測る。断面は逆台形

で底面の標高は南側が低い。埋土は暗褐色で少

量の橙色土ブロック (1 〜 2 ㎜）をまばらに含む

他、白色粗砂や炭化物も少量含む。出土した須

恵器の甕などから 8 世紀頃と考えられる。出土

遺物(第14図032〜034)。032は須恵器大甕で、

散乱した状態で出土した。破片は全体の１/ ３程

出土した。復元口径 28.2 ㎝、器高 48 ㎝、最大

胴径 42 ㎝を測る。色調は灰赤褐色〜暗灰褐色で

胎土中に砂粒を多く含む。調整は外面が平行タ

タキ後ナデで、内面は上半に平行、下半に放射

状の当具痕が残る。口縁部は内外面とも横ナデ

を施す。033 は須恵器甕胴部片である。色調は

外面が淡灰色、内面は淡褐色を呈し、胎土中に



砂粒を少量含む。調整は外面が平行タタキ、内面は青海波文である。034 は溝南端で出土した須恵器の底部である。

遺存部の最大径は 22 ㎝を測る。色調は外面が灰〜暗灰色、内面は暗灰赤色で胎土中に砂粒を多く含む。調整は外

底部がヘラ削り、胴部は内外面とも横ナデで内底部は指ナデを施す。

SD052( 第 12 図 )　調査区中央部北寄りに位置する溝で SD047 を切る。方位は N − 26°− W を測り、削平に

より北側は消失、南側も一度途切れる。現状で残存長 10 ｍ、幅 65 〜 90cm、検出面からの深さ 10 ㎝前後を測

る。溝の断面は浅い V 字型を呈し、底面の標高は南側が低い。埋土は茶褐色を呈し、細かなロームブロックを含む。

遺物は須恵器大甕、須恵器甕、須恵器坏蓋摘み、須恵器片、土器片が出土したがいずれも小片で図化できなかった。

出土遺物から時期は 8 世紀以降と考えられる。

2) 掘立柱建物　調査区中央部で 2 軒の掘立柱建物を検出した。2 軒とも SD047 に沿って建てられており、SD047

と同時期と考えられる。

SB01 ( 第 15 図 )　調査区中央に位置する２×３間の側柱建物で主軸をＮ− 4°−Ｅにとる。攪乱により 10 個の

柱穴のうち 3 個が消滅している。柱穴の平面形は円形もしくは楕円形で径 45 〜 63 ㎝、深さ 41 〜 53 ㎝を測る。

柱痕跡は SP051 でのみで確認でき、径 14 ㎝を測る。梁間は全長 5.05 ｍ、桁行は全長 3.4 ｍ、柱間は芯々で 1.5

〜 1.9 ｍを測る。柱穴から須恵器坏、土師甕、土器片、黒曜石が出土した。 出土遺物 ( 第 15 図 035）。南西角の

SP029 から出土した須恵器坏口縁である。色調は口縁端のみ暗灰色で、他は灰白色を呈す。胎土中に細砂を少量

含む。

SB02 ( 第 15 図 )　SB01 の南側に位置する２×２間の総柱建物で主軸をＮ− 80°− E にとる。柱穴の平面形は

円形もしくは楕円形で径 38 〜 62 ㎝、深さ 21 〜 46 ㎝を測る。柱痕跡は南側東西端の 2 基で残っており、柱径

は 13 〜 18 ㎝を測る。柱間は全長 330 ｍ、桁行は全長 315 ㎝を測る。柱間は芯々で 110 〜 140 ㎝を測る。出土

遺物は土器片の他 SP026 から須恵器坏蓋片や須恵器坏片が出土した。

3) 土坑　古代と考えられる土坑を 3 基検出した。

SK060 ( 第 16 図 )　調査区中央北西寄りで検出した。平面形は楕円形で径 98 〜 110 ㎝、検出面からの深さ 16 

㎝を測る。断面は箱形で北側にテラスがつく。埋土は暗茶褐色を呈し、須恵器の甕や坏蓋が出土した。時期は 7 世

紀末頃と考えられる。出土遺物 ( 第 16 図 036 〜 038)。036 は須恵器甕である。色調は灰色だが胎土は暗赤褐色

で細砂を少量含む。調整は外面が蓆状、内面は格子のタタキである。037 は須恵器坏蓋口縁である。色調は灰色を

呈し、胎土に細砂をわずかに含む。焼成は良好である。038 は土師質甕口縁である。小片のため口径は不明である。

色調は黄〜暗褐色を呈し、胎土中に 3 ㎜以下の白色砂を多く含む。調整は摩滅のため不明で、内面胴部に縦方向

のヘラ削りが残る。

６　中世の遺構と遺物
1) 溝　

SD072 ( 第 4･16 図 )　調査区の北側で検出した溝で、丘陵頂部を取り囲むように緩やかな弧を描く。調査区北端

部では削平のため残存しない。調査区内での残存長 13 ｍ、幅 62 〜 102 ㎝、深さ 19 ㎝を測る。出土遺物 ( 第 16

図 039 〜 047）。039 は須恵器坏口縁である。色調は外面が灰黒色、内面は灰色を呈し、胎土中に細砂を少量含む。

全体に横ナデを施す。040 は須恵器坏蓋の摘み部分である。灰色で胎土中に細砂を少量含む。調整は回転ナデであ

る。041 は須恵器坏蓋の口縁である。色調は黒色で胎土中に砂を少量含む。調整は全体に横ナデを施す。042 は

須恵器高台付坏で色調は灰色を呈す。胎土中に砂粒を少量含む。調整は内面と外面坏部は回転ナデで、外底部はヘ

ラ切り後に高台を貼り付ける。043・044 は須恵器甕胴部片である。043 の色調は全体に淡灰色で、胎土は緻密で

砂粒を含まない。調整は内外面とも平行なタタキである。044 の色調は灰色で、胎土中に細砂を少量含む。調整は

内面が同心円、外面は平行タタキである。045 は土師器鉢の口縁部で復元口径は約 28 ㎝を測る。色調は黄白褐色

で胎土中に砂粒を多く含む。046・047 は砥石である。046 は砂岩製の砥石で被熱のため黒〜赤褐色を呈す。図の

上側の割れ面を除く各面を砥石として使用している。047 は粘板岩製と思われ、黄褐色に褐色の縞が入る。小口を

除く 4 面を砥石として使用している。遺物は古代の須恵器を主とするが、045 の土師質鉢や龍泉窯系青磁碗片が 1

点出土しており、遺構の時期は 12 世紀頃と考えられる。

７　その他の遺構と遺物
1) 溝　

SD001 ( 第 17 図 )　調査区の南端に位置し、南側は調査区外に延びる。北側は SD004 に続く可能性がある。調

査区内での長さ 1.5 ｍ、幅 50 ㎝、深さ 3 ㎝を測る。南側に隣接する 6 次調査では、溝の続きは検出できなかった。

削平のため消滅したものと思われる。

SD002 ( 第 17 図 )　調査区の南西端に位置し、SD004 や 005 に平行する。主軸はＮ− 20°−Ｅを測る。溝の両
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端とも削平により消滅しており、残存長は約５ｍ、幅 75 ㎝、検出面からの深さ 9 ㎝を測る。素焼きの土器小片が

1 点出土した。時期が判明する遺物が出土しておらず、溝の時期は不明である。

SD004 ( 第 17 図 )　調査区の南西端に位置する。蛇行しながら SD002 や SD005、SD016 に並行する。溝は北

側は調査区外に延び、南側は SD005 を切る。南端が途切れるのは削平によるもので、本来は SD001 と同一の溝

と思われる。調査区内での溝の残存長は 7.5 ｍ、最大幅 58 ㎝、遺構面からの深さ 7 〜 12 ㎝を測る。埋土は灰茶

褐色土で、素焼きの土器小片が 5 点出土したのみで時期の判る遺物はない。

2) 土坑

SK049 (第17図)　調査区の中央部東寄りに位置する。平面形はやや樽型の長方形で、主軸はN−42°−Ｗを測る。

長径 80 ㎝、短径 77 ㎝、遺構面からの深さ 76 ㎝を測り、掘方断面は逆台形を呈す。埋土は淡黄褐色で、礫が 1

点出土した。時期が判る遺物が出土しておらず、時期は不明である。
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SK075 ( 第 17 図 )　調査区の北東端に位置する。平面形は円形を呈し、遺構の東側半分が調査区外に延びる。現

状で径 105 ㎝、遺構面からの深さ 37 ㎝を測る。掘方断面は逆三角形を呈し、底面に向かって急激に狭まる。検

出面からの深さ 15 〜 25 ㎝に底面を取り巻くようなテラスがある。埋土は暗茶褐色土で素焼きの土器小片が 5 点

出土した。遺構の時期は不明である。

SK122 ( 第 17 図 )　調査区中央部に位置し、平面形は隅丸の台形を呈す。長径 78 ㎝、短径 61 ㎝、遺構面からの

深さ 22 ㎝を測り、掘方断面は逆台形を呈す。出土遺物がないため時期は不明である。

SK146 ( 第 17 図 )　調査区中央部に位置し、主軸はＮ− 44°−Ｗである。平面形は楕円形を呈し、長径 119 ㎝、

短径 94 ㎝、検出面からの深さ 51 ㎝を測る。掘方断面は逆三角形を呈す。底面東側に三日月状のテラスがつく。

遺物は出土していないため、遺構の時期は不明である。

3) 畝状遺構　調査区の南側で検出した溝状の掘り込みで埋土は黒〜暗茶褐色である。中世から近世の畑の畝と考

えていたが、SD016 などの溝と関連して古代の道路遺構ではないかとの指摘を受けたので比較的まとまって並

ぶ 9 基を報告する。報告以外にも畝状遺構はあるが、残存状況は不良である。畝状遺構は SD016 に直交する東

西方向の溝で、調査区の南西部に分布する。溝は西側に緩やかに傾斜した斜面上に分布する。これは溝が切れる

東側が県営住宅建設時に削平をうけた結果と考えられ、本来は東側にも存在したと思われる。畝状遺構は南側の

007､009､011､013､014 の 5 本が幅広いのに対し、北側の 020、021、022、031 の 4 本は若干幅が狭い。また、

013 と 014 の 2 本は確実に SD016 を切る。他の 7 本は図面で SD016 が切っているようにみえるが、これは畝状

遺構の残存状態が悪く切り合いが不明だったため、SD016 を優先的に掘り下げたためで、本来の切り合いは不明

である。

SD007 ( 第 4 図 )　最も南側に位置し SK008(SD016 と同一遺構の可能性有り ) を切る。長さ 2.5 ｍ、幅 60 ㎝、

深さ 7 ㎝を測り、平面形は若干弧状を呈す。埋土から須恵器片が 1 点と桂化木の小片が出土した。

SD009 ( 第 4 図 )　007 の北側に位置する。SD016 を切る。溝は残存長約 3m を測る。幅は東端で 40 ㎝弱、西

端では 120 ㎝を測る。深さは 3 〜 5 ㎝前後である。埋土中から須恵器の甕や高坏の脚部片の他、素焼きの土器片

– 11 –

012

013 014

0 10cm

第 9 図　SK030 実測図 3（1/3）



– 12 –

SK034

SK035

H=19.30m

H=19.15m

H=19.50m H=19.30m

016

SK039

SK040

015

0

0

5cm

03cm

0

1m

30cm

第 10 図　SK034・035・039・040 実測図（034 は 1/10・その他は 1/30・遺物 1/3）



– 13 –

SK010

SD003 SD016

SD052

018

SD015

SD047

017

0

5cm

0

0

4

1

2

3

50cm

0 5cm

30cm

H=19.90m

第 11 図　SK010 実測図（1/10・1/3）
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第 12 図　SD052

1　茶褐色土　1〜2mm のロームブロックや炭化物小片、白色砂を少量含む。

2　暗茶褐色土　5〜10mm のロームブロックを含む

3　褐色土

4　褐色土　
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H=19.00m
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が 13 点出土した ( 第 18 図 048 〜 052)。048 は須恵器高坏脚部で残存高 6.8 ㎝を測る。色調は灰色で胎土中に細

砂を少量含む。内外面とも横ナデで、上半部にシボリ痕が残る。049 は須恵質の横瓶か提瓶の破片で、内面端部

に円形粘土充填部の段がみられる。色調は灰色で、外面は部分的に自然釉が掛かり黒色を呈す。胎土中に細砂を多

く含む。調整は回転ナデである。050 〜 052 は須恵器甕である。050 の色調は外面が黄褐色、内面は灰色で胎土

中に細砂を少量含む。外面は平行タタキの上にカキ目、内面は同心円状の当具痕の上にナデを施す。051 は厚さ 1 

㎝程で、色調は淡灰色を呈す。胎土中に細砂を少量含む。調整は内面一部に同心円状の当具痕が残る。052 の色調

は褐色をおびた小豆色で胎土中に砂粒を多く含む。調整は外面が細かな格子、内面は青海波文である。

SD011 ( 第 4 図 )　009 の 1.5 ｍ北に位置する。残存長は 2m、幅 60 ㎝、深さ 3 ㎝を測る。埋土から 8 世紀の須
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恵器高台付坏の他、素焼きの土器片が 8 点出土した。土器片は縄文時代後晩期と思われる。

SD013 ( 第 4 図 )　SD016 を切る。長さ 3m、幅 50 ㎝を測る。深さは全体に 2 〜 3 ㎝程で中央部のみ 9 ㎝と深い。

出土遺物 ( 第 18 図 053)。053 は須恵器坏である。色調は灰色で胎土中に白色細砂を多く含む。調整は内面は回転

ナデである。外底部にヘラ記号を施す。他に素焼きの土器片が出土した。

SD014 ( 第 4 図 )　013 の北 1.3 ｍに位置し、SD016 を切る。長さ 3.5 ｍ、幅 82 ㎝、深さは 2 〜 3 ㎝で 013 と

同様に中央の一部のみ 6 ㎝と深い。出土遺物 ( 第 18 図 054)。054 は須恵器高坏脚部である。残存高は約 10 ㎝を

測る。色調は坏底部が青灰色、脚部内面が灰〜暗灰色、脚部外面が自然釉が掛かり光沢をおびた黒色を呈す。胎土

中に細砂を多く含む。調整は回転ナデで、脚部内面にシボリ痕が残る。脚部外面中央の凹線は部分的に 2 条である。

SD020 ( 第 4 図 )　SD014 の 60 ㎝北側に位置し、残存長 1.7 ｍ、幅 30 ㎝、深さ 4 ㎝を測る。埋土から素焼きの
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2

第 16 図　SD072

1　褐色土　ロームブロック小片、白色砂、土器片それぞれを少量づつまばらに含む

2　暗橙色土　ロームに褐色土をわずかに含む



土器片が 3 点出土した。土器片のうち 2 点は縄文時代後晩期の土器と思われる。

SD021 ( 第 4 図 )　SD020 の 20 ㎝北側に位置する。残存長 1.9 ｍ、幅 50 ㎝、深さ 5 ㎝を測る。出土遺物はない。

SD022 ( 第 4 図 )　SD021 の 50 ㎝北側に位置する。残存長 2.3 ｍ、幅 50 ㎝、深さ 5 ㎝を測る。埋土から素焼き

の土器片が 1 点と安山岩の破片が 1 点出土した。

SD031 ( 第 4 図 )　SD022 の約 1m 北に位置する。残存長 2.1m、幅 35 ㎝、深さ 6 ㎝を測る。埋土からは石が 1

点出土したのみで、土器は出土していない。

4) その他の出土遺物 ( 第 18 図 055 〜 071）。055 〜 058 は遺構検出時に表採したものである。055・056 は須

恵器坏蓋である。055 の色調は淡灰色で、胎土中に細砂を少量含む。調整は外面が不明、内面は回転ナデであ

る。056 は灰色を呈し、胎土中に白色細砂を少量含む。調整は外面が回転ヘラケズリで、内面は回転ナデである。

057・058 は須恵器高台付坏で、057 は灰色を呈し胎土中に細砂を少量含む。調整は内面がナデで、外底部はヘラ

切りである。058 は外面が灰〜黒褐色で内面が青灰色を呈す。胎土中に細砂を含む。全体に回転ナデを施す。059

〜 061 は攪乱から出土した。059 は須恵器坏で口径 9.3 ㎝、器高 3 ㎝を測る。色調は灰〜黒色を呈し、胎土中に

細砂を少量と黒色粒を多く含む。調整は外底部が静止した状態でのヘラケズリ、内底部が静止ナデで口縁部は内外

面とも回転ナデを施す。060 は須恵器高台付坏である。色調は青灰色で胎土中に砂粒を多く含む。調整は内面が静

止ナデ、外底部が回転ナデである。061 は須恵器甕の胴部である。黒色を呈し、調整は外面が平行タタキ、内面は

同心円の当具痕である。胎土は外面側から褐色、暗褐色、灰色の縞状を呈し、白色砂粒を含む。062 以降は柱穴か

ら出土した。遺構は遺物番号の右側（　）内に記す。062 は須恵器高台付坏で高台復元径は 10 ㎝を測る。胎土中
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に砂粒を多く含む。063 は須恵器高台付坏で、高台の復元径は 8 ㎝を測る。064・065 は須恵器坏、066 〜 068

は須恵器坏蓋である。066 は外面天井部にヘラ記号を刻む。069 は弥生時代中期後半の甕棺口縁と思われる。070

は甑取手。071 は砥石で 4 面を砥面とする。

Ⅲ　小結
　今回の調査では縄文時代晩期前半と古代 (7 〜 8 世紀）の遺構が出土した。縄文時代晩期前半の遺構は埋甕 3 基

の他に、同時期と思われる土坑が 3 基あるが、竪穴式住居は出土していない。調査区内は県営住宅解体時の攪乱が

多く存在したが、その中からも遺物は出土していないので、7 〜 8 世紀以降の造成で削平されたものと思われる。

中村町遺跡のこれまでの調査では縄文時代の遺構・遺物は出土していなかったが、2010 年の 5 次調査では、縄文

時代前期の河川から土器や石器等多量の遺物が出土しており、まだ周辺に各時期の集落が埋もれている可能性があ

る。古代の遺構は丘陵上を区画する溝と掘立柱建物が出土したが、同時期の大型掘立柱建物は丘陵中央部の 1 次調

査でも出土している。他の調査区でも遺物は多く出土しており、古代の遺構は丘陵全体に広がるものと思われ、そ

の規模から官衙的な性格を持つと思われる。現在ではまだ調査件数が少なく不明な点が多いので、周辺の調査によ

り内容が明らかになることを期待するものである。
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遺構番号 性　格 時　　代 遺　　　　物 備　考

001 溝 不明 石

002 溝？ 不明 土器片（1 点）

003 溝 不明 土器小片 (2 点）、石 005 と同一

004 溝 不明 土器片 (5 点）

005 溝 不明 須恵器片 (3 点）、土器片 (13 点） 003 と同一

004･005 溝 1 段下げ 古代前半 須恵器高台部 (016 出土遺物と接合 )、須恵器甕片、須恵器坏蓋？、須恵器小片、石 ( 砂岩　赤変）、安山岩 ( 石器の一部か）

006 不明 不明 土器片 (1 点）

007 畝状遺構 不明 須恵器片、桂化木 道路？

008 道路状遺構？ ７世紀以降 須恵器坏蓋 (6 世紀末〜 7 世紀前）、須恵器小片、粗製深鉢片 ( 縄文後期）、土器片、黒曜石片

009 畝状遺構 ７〜８世紀 須恵器甕片 ( ６点　少なくとも３個体）、須恵器高台部 ( 長頸壺か）、須恵器高坏脚部、土器片 ( １３点）

010 土坑 古墳時代 土師器甕

011 畝状遺構 古代 須恵器高台付坏 (8 世紀？ )、土器片（8 点）←一部縄文か

012 埋甕 縄文晩期 粗製深鉢

013 畝状遺構 古代 須恵器坏蓋 2 点（ヘラ記号有り）、土器片

014 畝状遺構 不明 須恵器高坏、須恵器片、土器片 (1 点）

015 溝？ 不明 遺物なし

016 溝 8 世紀前半

須恵器坏蓋 2 点（8 世紀前半・7 世紀後半〜 8 世紀前半）、須恵器坏 (6 世紀末〜 7 世紀 )、須恵器高台 (004･005 出土遺物と接合 )、

須恵器甕（140 出土遺物と接合）、須恵器甕 ( 軟質）、須恵器小片、土師器坏蓋（須恵器模倣）、土師甕（複数個体）、土師椀、竃片、

土器片（多）、鉄滓、鉄片、安山岩（赤変）、花崗岩 ( 赤変 )

017 攪乱 現代 須恵器大甕口縁、土器片 (9 点　2 個体）

018 攪乱 現代 須恵器甕片、須恵器高台付坏 (8 世紀前後）

019 包含層 13C 以降 龍泉窯系青磁碗Ⅱ類か、須恵器坏蓋 (7 世紀後〜 8 世紀）、土器片 (2 点）畝状遺構と SB02 の間に広がる

020 畝状遺構 不明 土器片（3 点）← 2 点は縄文か

021 畝状遺構

022 畝状遺構 不明 安山岩片、土器片（1 点）

023 柱穴 遺物なし SB01

024 柱穴 古墳時代〜古代 土師甕、土器片 (5 点） SB01

025 攪乱 現代 土器片（1 点）

026 柱穴 8 世紀以降 須恵器高台付坏（8 世紀）、土器片（4 点）、石（赤変）

027 柱穴 古代 土師質？坏蓋、土器片（5 点）、黒曜石（片面自然面） SB01

028 柱穴 不明 土器片 SB01

029 柱穴 7 世紀後半以降 須恵器坏片 (7 世紀後〜 8 世紀 )、土器小片 (7 点） SB02

030 埋甕 縄文後期 粗製深鉢

031 畝状遺構 不明 石

032 柱穴 古墳時代後期〜古代 須恵器甕片 (1 点）

033 柱穴 不明 土器片 (4 点）

034 埋甕 縄文後〜晩期 浅鉢

035 土坑 縄文後〜晩期 粗製浅鉢 ( 縄文後〜晩期 )

036 柱穴 古代 須恵器坏蓋？、須恵器片

037 柱穴 不明 土器片 (5 点 ) SB02

038 柱穴 古代前半
SB02　041

と同一

039 土坑 不明 黒曜石剥片、安山岩

040 土坑 不明 石（赤変）

041 柱穴 古代前半 須恵甕、須恵器坏蓋、土師器甕、土器片、桂化木 038 と同一

042 柱穴 古代 須恵器片、土師器甕片（複数個体）、移動式竃片、土器片

043 土坑？ 不明 土器片 (2 点）

044 柱穴 7 〜 8 世紀 須恵坏（7 〜 8 世紀）、土師器甕、土器片、桂化木

045 溝 現代 砥石 ( 砂岩 )、土器片 (3 点）

046 溝 現代 コンクリート、モルタル

047 溝 古墳時代後期〜古代 須恵器甕（軟質　平行 ･ 同心円タタキ）、須恵器大甕、土師器大甕片、土師器甕、土器片（22 点）、石（赤変）

047 南端壁面 溝 古墳時代後期〜古代 須恵器長頸壺か、桂化木

048 柱穴 弥生時代中期〜後期 甕（弥生時代中〜後期か）、土器片 SB02

049 土坑 不明 石

050 攪乱 現代 陶器壺（現代）

051 柱穴 不明 土器片、黒曜石剥片、桂化木 SB02

052 溝 8 世紀以降 須恵器大甕、須恵器坏蓋摘み（8 世紀前）、須恵器甕、須恵器小片、土器片（多数）

053 柱穴 不明 土器片（1 点）

054 土坑 不明 須恵器片、土器片（5 点）、石（赤変）、桂化木

055 攪乱 現代 瓦（現代）

056 柱穴 遺物なし

057 攪乱 現代 須恵器坏蓋（6 〜 7 世紀）、土器片（1 点）

058 柱穴 不明 土器片（1 点）

059 柱穴 不明 須恵器甕、青銅製品（現代　紛れ込みか）

060 土坑 7 世紀以降 須恵器大甕（蓆状・格子タタキ）、須恵器坏蓋（7 世紀）、土師器甕（古代）



061 柱穴 不明 須恵器坏？（軟質　灰白色）

062 柱穴 7 世紀以降 須恵器高台付坏、須恵器椀（7 世紀後〜 8 世紀）、土器片（3 点）

063 柱穴 不明 石

064 土坑 不明 桂化木、石（赤変）

065 土坑 現代 瓦（現代）、土器片（多数）

066 柱穴 不明 土師甕？

067 柱穴 不明 土器片

068 柱穴 弥生？ 土器片（2 点）　弥生土器か

069 攪乱 現代 土器片（1 点のみ）

070 攪乱 現代 炭化物

071 柱穴 現代 モルタル

072 溝 12 世紀以降
龍泉窯系青磁碗（1 点　12 世紀中頃）、土師器鉢（12 世紀）、須恵器高台 (7 世紀後）、須恵器坏蓋 (7 世紀 )、須恵器高台付坏 (8 世紀）、

須恵器坏蓋摘み (7 世紀後〜 8 世紀前）、須恵器 、須恵器甕、須恵器坏、須恵器高台付坏（8 世紀）、土師甕、土器片、砥石、石（赤変）

073 攪乱 攪乱 モルタル

074 攪乱 モルタル

075 土坑 不明 土器片（5 点）

076 柱穴 不明 土器片（5 点）

077 柱穴 不明 土器片 (3 点）

078 柱穴 7 世紀後半 須恵器椀 (7 世紀後半）、土器片 (6 点）

079 柱穴 不明 土器片（4 点）

080 攪乱 現代 須恵器片（坏か）、瓦（現代）

081 柱穴 現代 瓦（現代）

082 柱穴？ 不明 黒曜石

083 柱穴 不明 土器片（5 点）

084 攪乱 現代 土器片

085 柱穴 不明 土器片（1 点）

086 柱穴 弥生時代？ 土器片（3 点　弥生土器か？）

087 柱穴 7 世紀以降 須恵器坏蓋（7 世紀前半）、土器片（9 点　弥生〜古代）

088 柱穴 不明 土器片（1 点）

089 柱穴 7 世紀以降 須恵器坏（7 〜 8 世紀か）、土器片（1 点）

090 柱穴 不明 土師皿？

091 柱穴 古墳時代後期〜古代 須恵器高坏片、土器片（4 点）

092 柱穴 不明 土器片、鉄片

093 柱穴 弥生？ 甕口縁（須玖式か）

094 柱穴 不明 須恵器甕（軟質）、土器片（2 点）

095 柱穴 現代 須恵器片（2 点）、土器片（8 点）、安山岩

096 柱穴 不明 土器片（12 点）

097 攪乱 現代 人形、金属製爪楊枝、瓦（現代）、須恵器坏蓋、須恵器坏（7 〜 8 世紀）

098 柱穴 不明 甕棺口縁？、土師器甕

099 柱穴 不明 土器片（4 点）

100 柱穴 不明 土器片（4 点）

101 攪乱 現代 土器片（6 点）

102 攪乱 現代 土器片（1 点）

103 柱穴 攪乱 モルタル

104 攪乱 現代 瓦（現代）、石

105 攪乱 現代 陶器（現代）、鉄板

106 柱穴 古墳後期以降 土師甕（内−同心円タタキ）、土器片（2 点）

107 柱穴 古墳後期〜古代 須恵器甕（格子・同心円）、須恵器甕口縁、土師甕、土師椀、土器片

108 攪乱 現代 須恵器甕、土器片

109 柱穴 7 世紀以降 須恵器坏蓋（7 世紀）、須恵器坏、須恵器小片、土師器甕、土器片

110 柱穴 不明 土器片

111 柱穴 縄文？ 土器片（縄文か）

112 柱穴 古墳時代以降 土師器甕片

113 柱穴 不明 土器片（3 点）

114 柱穴 古代？ 須恵器坏蓋、土器片（1 点）

115 柱穴 不明 土器片（5 点）

116 柱穴 現代 釘

117 柱穴 不明 土器片（1 点）縄文か？

118 柱穴 不明 桂化木

119 攪乱 現代 陶器（現代）

120 柱穴 不明 土器片（4 点）、石

121 柱穴 古代？ 土師器甕か

122 土坑 遺物なし

123 柱穴 不明 土器片（4 点）

124 柱穴 不明 土器片（1 点）

125 攪乱 現代 土器片（2 点　弥生？）

126 攪乱 現代 鉄片、瓦（現代）、陶器 ( 現代）

127 柱穴 7 世紀以降 須恵器坏蓋（7 世紀）、須恵器甕（1 点）、土器片（4 点）

128 柱穴 不明 土器片（甕？）3 点

129 柱穴 古墳時代以降 土師器片（赤変）、土器片（1 点）

130 柱穴 不明 土器片（2 点）

131 柱穴 不明 土器片（2 点）

132 攪乱 現代 甑取手、土器片

133 柱穴 古墳時代〜古代 土師甕片

134 柱穴 不明 土器片（2 点）

135 攪乱 現代 土師器甕（6 〜７世紀）、土器片（1 点）

136 攪乱 現代 ガラス瓶

137 柱穴 不明 土器片（2 点）

138 攪乱 現代 10 円硬貨

139 柱穴 不明 土器片（11 点）

140 柱穴 8 世紀前半
須恵器大甕（2 個体）、土器片 016 出 土 遺

物と接合

141 柱穴？ 弥生？ 甕底部小片（弥生後期前半？）、土器片（2 点　同一個体　縄文か）

142 柱穴 不明 遺物なし

143 柱穴 古墳末以降 須恵器小片（1 点）、甑取手、土器小片（4 点）

144 柱穴 不明 土器片（1 点）

145 柱穴 7 世紀 須恵器甕（軟質）、須恵器坏蓋（7 世紀）、須恵器坏、土器小片

146 土坑 不明 遺物なし

西端土層道路？上

黒褐色土

古代？ 須恵器大甕片

拡張区北側攪乱 現代 須恵器坏（6 世紀末〜 7 世紀前）、鋳型？（現代）

表採
白磁皿Ⅸ類、須恵器大甕、須恵器甕 ( 数個体）、須恵器坏蓋（6 世紀後〜 7 世紀）、須恵器高台付坏、土器片、石鏃（黒曜石）、黒曜

石片

検出時表採 須恵器甕 ( 多 )、須恵器高台付坏 (3 個体 )、須恵器坏蓋、須恵器小片、土師椀、甑取手、土器片

北側下段試掘トレンチ 砥石 ( 泥岩）、土器片 (3 点）
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2　調査区全景（北西から）

1　調査区全景（北から）

図版 1
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1　SK012（北から）

2　SK034（南西から）

図版 2



– 24 –
2　SK030 中層遺物出土状況（南西から）

1　SK030 上層遺物出土状況（南から）

図版 3
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1　SK030 浅鉢出土状況 1（南から）

2　SK030 浅鉢出土状況 2（西から）

図版 4
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2　SB02（南から）

1　SB01（西から）

図版 5
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1　SK010（南から）

2　SD047 遺物出土状況（東から）

図版 6
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2　調査区全景（南西から）

1　畝状遺構検出状況（東から）

図版 7
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